
平成２８年１２月９日 

クロスカントリースキー選手各位 

公益社団法人全日本学生スキー連盟 

クロスカントリー部長 萬羽琢哉 

 

２０１６/２０１７シーズンにおける新 FIS ルールへの対応について 

 

学生選手の皆さんにおかれましては、１２月２０日から開催される第３１回全日本学生チ

ャンピオンスキー大会に向け、トレーニングに励まれていることと思います。 

既に、各チーム内では新 FIS ルールに対する確認がなされているものと思いますが、以下

の点が新たにルール化されましたので報告いたします。 

 

 ICR３４３．８．１項  

クラシカル・テクニックのレースでは、ポールの長さは選手の身長の８３％、フリー・

テクニックでは１００％未満でなければならない。身長は平面に、ブーツを履いた状態

で立ち、無帽で頭頂部から測る。ポールの長さは石突の先端から、ストラップの付け根

の上の部分を測る。計測値は全て、０．５ｃｍ未満は切り捨てし、０．５ｃｍ以上は繰

り上げる。 

 

 

新ルールにつきましては以下の大会につきまして適用されることになります。 

・１２月２５日～２７日 第３４回全日本クロスカントリー音威子府大会 

・１月６日       第３５回伊藤杯全日本チャンピオンスキーレース 

・１月７日       ワンウェイ杯全日本クロスカントリーレース２０１７ 

・１月８日       札幌トヨタ杯全日本クロスカントリーレース２０１７ 

・１月２９日      第９５回全日本スキー選手権大会スキーアスロン種目 

・３月２日～５日    第８８回宮様スキー国際競技会 

・第９５回全日本スキー選手権大会の全種目 

ただし、フリー・テクニックレースにつきましては上記以外の全てのＳＡＪ公認大会にお

いて１００％条項は適用されます。 

 

各選手のデータ採取のため、第３１回全日本学生チャンピオンスキー大会開催中に、参加

選手の測定を実施することとなりますので、関係者から指示がありましたら、その指示に

従い、確実に確認作業を行うようにお願いします。              

 以上 


